
大豆の品質検査がスタート

▲粒の大きさやシワ、紫斑病などを検査する担当者

主力品種「リュウホウ」を白神から全国へ
　

平
成
26
年
産
大
豆
の

検
査
が
11
月
か
ら
カ
ン

ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

て
始
ま
り
、
品
位
鑑
定

資
格
を
持
っ
た
Ｊ
Ａ
職

員
た
ち
が
、
収
穫
さ
れ

た
大
豆
の
出
来
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

検
査
に
立
ち
会
っ
た

高
橋
組
合
長
は「
８
月

の
長
雨
の
影
響
に
よ
り

収
量
は
少
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

刈
り
取
り
時
期
が
好
天

に
恵
ま
れ
た
た
め
、
等

級
の
下
が
る
原
因
の
シ
ワ
が
少
な
く
、
高
品
質
の
リ
ュ

ウ
ホ
ウ
が
集
ま
っ
て
き
て
い
る
。」と
話
し
、
ま
た
担
当

者
は「
収
量
は
若
干
少
な
い
が
、
粒
大
比
率
は
去
年
を

上
回
っ
て
お
り
品
質
は
申
し
分
な
い
。
こ
の
先
も
こ
の

水
準
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。」と
話

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
検
査
は
２
月
ま
で
続
き
ま
す
。

農閑期に入り不要なプラスチック等をＪＡが代行処理

廃プラスチックを回収し適正処理へ

▲廃棄プラスチックの処理申請を行う農家

　

ビ
ニ
ー
ル
や
肥
料
袋
な
ど
の
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
回
収
し
、
Ｊ
Ａ
が
代
行
処
理
申
請
を
行
う
取
組
み

が
11
月
29
日
、
Ｊ
Ａ
の
各
営
農
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
廃
プ
ラ
回
収
は
、
環
境
保
全
と
不
法
投
棄
を

防
ぎ
、
農
家
が
廃
プ
ラ
類
を
適
正
処
理
す
る
た
め
の

手
助
け
と
し
て
、
年
数
回
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
当

日
は
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
員

や
Ｊ
Ａ
職
員
が
農
家
か

ら
の
処
理
委
託
に
対
応

し
ま
し
た
。
営
農
セ
ン

タ
ー
に
は
雨
の
中
、
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
積
ん
だ

ト
ラ
ッ
ク
が
次
々
と
訪
れ
、

全
体
で
46
名
、
9.9
ｔ
が

処
理
委
託
さ
れ
ま
し
た
。

利
用
者
は
、「
処
理
に

困
っ
て
い
た
の
で
持
っ
て

き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
が
代

わ
り
に
処
理
を
行
っ
て

く
れ
る
の
で
大
変
助
か

り
ま
し
た
。」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

平成27年産飼料用米取組説明会を開催
26年産米を取り巻く状況を打開し販売環境の好転を目指す

　
Ｊ
Ａ
あ
き
た
白
神
で
は
、
飼
料
用
米
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
11
月
28
日
に
能
代
工
業
団
地
交
流
会

館
に
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
生
産

者
・
Ｊ
Ａ
・
全
農
な
ど
１
３
０
名
以
上
が
参
加
し
、

飼
料
用
米
を
め
ぐ
る
情
勢
や
、
Ｊ
Ａ
全
農
あ
き
た
で

の
取
り
組
み
方
針
、
飼
料
用
米
の
特
性
お
よ
び
栽
培

の
注
意
点
、
出
荷
に
関
わ
る
制
約
・
条
件
等
に
つ
い

て
、
生
産
者
に
説
明
し

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
契
約
数

量
や
基
準
単
収
・
出
荷

方
法
・
検
査
基
準
・
病

害
虫
防
除
な
ど
に
つ
い

て
多
く
の
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
全
農

で
は
27
年
産
飼
料
用
米

に
つ
い
て
全
国
で
60
万

ト
ン
の
生
産
目
標
を
掲

げ
、
生
産
拡
大
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

▲飼料用米について説明するＪＡ全農あきた伊藤米穀総合課長
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双子座（5・21〜 6・21）　自分から積極的に動いた方がチャンスをつかめます。やりたいことには思い切って挑戦を。遠出の旅行もグッド


